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平成 31年度は、第 2期土佐市地域福祉活動計画・発展強化計画(以下、第 2期計画)に

おける計画実行ステップの 1-2年目の 2年目にあたり、地域の関係組織・団体との関係

構築、福祉コミュニティの形成などによる基盤強化をおこなってきました。さまざまな

事業を通じてこの 2年間多くの方々とつながることができ、当初の目標は概ね達成する

ことができたと考えています。 

 

■ 第 2期計画における 5年間の重点項目に対する平成 31年度報告  

重点項目 1 関係構築/地域福祉活動の拡充/福祉教育 

① 土佐市社協への理解・活動周知 

→後述 P.13「広報活動」を参照 

② 関係構築 

土佐市社協では、様々な福祉事業を円滑におこなっていくために多くの組織・団

体、個人と連携しながら事業をおこなっています。 

地区社協をはじめ、団体事務や団体の運営支援をおこなっている組織、自治会長

協議会、社会福祉法人、NPO、企業、行政機関、そして土佐市に住む皆様と多くの

縁を結ぶことができました。 

今後もそういった縁を大事にし、さらに大きなネットワークを構築して、土佐市

で安心して生活できるまちづくりをおこなっていきます。 

③ コミュニティワーク機能の強化 

全職員の地区担当制とコミュニティワーカーの配置を令和 2 年度より実施できる

ように準備をおこなっています。 

コミュニティワーカーとは、地域の人材や資源、制度、サービスを組み合わせる

ことで新しい仕組みづくりをおこなう役割です。 

④ 「地域福祉ネット会議(仮称)」の立ち上げ 

令和 3 年度からの実施に向けて、地区座談会の実施や令和 2 年度からの地区担当

制などをおこない準備しています。 

⑤ 社会福祉協議会のチームビルディング 

平成 31年度は、2週間に 1回のペースで職員間の情報共有を目的とした定例会を

おこないました。それぞれの事業進捗状況の報告や協力依頼などをおこない、横の

つながりの強化を図ることができました。 

 

1. 平成 31年度事業実績総括 



5 

 

重点項目 2 地域福祉問題と取り組むべき課題の可視化 

① 地域住民への福祉に関する情報提供 

② 住民が地域福祉について語り合う場づくり 

③ 災害時も含めたボランティア養成 

④ 地域支え合いの体制整備 

⑤ 福祉ネットワークの構築と活用 

⑥ 社協の周知・理解促進及び会員増やし 

 

 

重点項目 3 課題に応じた事業の実施および再構築 

① 地区座談会 

平成 31 年度、土佐市内 9 地区(宇佐、新居、高石、高岡第一、高岡第二、蓮池、

波介、北原、戸波)で地区座談会を実施しました。地区座談会では、土佐市社協の

現状報告や課題の報告をおこない、その後地域での課題、悩み、不安に思ってい

ることなどを中心に意見交換を実施しました。 

 

【地区座談会ででた意見】 

a) 避難所の訓練など防災活動や研修をもっとやってほしい。 

b) 地域の集いの場の情報を教えて欲しい。 

c) 地域の活動にもっと若い人の参加を促してほしい。 

d) 周辺に買い物をできる場所がなく困っている。 

e) 福祉問題に対してきめ細かい対応を期待している。 

f) 災害ボランティアセンターの研修をしっかりとおこなってほしい。 

g) 独居高齢者への見守り体制の強化など高齢者分野の拡充をお願いしたい。 

h) 日常的な移動手段がない。 

i) 災害時の NPOなどとの連携はどうなっているのか。 

j) 社協と対話できる機会が少ない。 

 

今後は、個人の不安や悩みから地域での課題まで幅広い意見交換を引き続きおこ

なっていくとともに、地域住民が主体的に自治区の福祉課題を共有し、地域住民

の支え合いを促進していくような場づくりに変えていきたいと考えています。 
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② おきゃくチャリティ！ 

土佐市民の福祉意識向上を目的に、土佐市内で営業している飲食店に募金箱を

設置し、各店舗の指定募金で募金活動を実施しました。 

 

◆ 第 1回おきゃくでチャリティ！ 

  実施期間：2019年 8月～9月 

  実施店舗：焼肉義塾、スナックジョイ、愛夢、喫茶モーニング 

  募金実績：総合計 19,381円 

            配 食 サ ー ビ ス 事 業：02,962円 

       指定先  子 ど も 食 堂 事 業：05,615円 

            災害ボランティアセンター事業：10,804円 

 

◆ 第 2回おきゃくでチャリティ！ 

  実施期間：2019年 12月 7日～1月 17日 

  実施店舗：焼肉義塾、スナックジョイ、愛夢、喫茶モーニング、酒蔵 

  募金実績：総合計 18,857円 

指定先 - 赤い羽根共同募金：18,857円 

 

 

重点項目 4 地域の福祉課題の専門性の向上 

土佐市社協では、職員の専門性向上を目的とした研修への参加や資格取得を推奨し

ており、今年度も多くの研修に積極的に参加しました。 

県外への出張も必要性が認められれば承認し、県内だけでなく県外の取り組みも参

考にしながら、土佐市にあった福祉事業の実施に努めました。 

 

 

重点項目 5 市民参加型の活動づくり(ボランティアコーディネート) 

土佐市社協では、ボランティアの中間支援を目的として開設しているボランティア

市民活動センター、ボランティアの活動する場づくりとして子ども食堂やあったかふ

れあいセンター高岡の運営をおこなっています。 

 

詳しくは、後述 P.15「ボランティア市民活動センター」、P.16「子ども食堂の運営及

び支援」、P.20「あったかふれあいセンター事業」を参照。 
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重点項目 6 福祉課題解決に向けた組織基盤強化(運営/事業資金の確保) 

ここ数年、土佐市社協は赤字運営が続いています。赤字からの脱却を図るために土佐

市との交渉を重ねた結果、来年度から新たに「生活困窮者自立支援事業」の受託、「生

活支援体制整備事業」を第 2層圏域から土佐市全域にエリアを拡大させ受託すること

により、20,000,000 円の受託費の増加となりました。運営補助費が 19,345,000 円か

ら 10,000,000 円には減額することにはなりましたが、黒字経営への大きな前進とな

りました。 

もちろん、受託費用を目的に受託するのでは、社協の存在意義にかかわるので社協と

して実施するべき事業であるかを協議した結果の受託です。 

 

詳しくは、後述 P.8『法人運営について』を参照 

 

 

重点項目 7 事業評価をおこなう体制づくり 

第 2 期土佐市地域福祉活動計画をもとに法人運営をおこなっており、理事会での定

期的な進捗状況の確認・評価や土佐市との定期的な意見交換会をもうけることによっ

て、土佐市社協が土佐市民に必要とされる法人運営を心がけています。 

 

詳しくは、後述 P.8「理事会・評議員会」、P.10「連絡協議会」を参照。 
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■ 理事会・評議員会  

法人の重要な事項について、審議・決定をおこなってきました。 

平成 31 年 4月 22日 第 1回理事会 

◇協議・報告 

① 平成 30年度社会福祉事業 仮決算の状況・決算のスケジュール等について 

② 平成 31年度事業計画について 

③ 収益事業の実施について- ゴミ袋の販売 

- 共募自販機の設置 

- おきゃくでチャリティ！ 

④ 平成 31年度の社協の職員体制及び事務分担等について 

令和元年 5月 28日 第 2回理事会 

◇議案 

議案第 1号 平成 30年度事業実績報告書について 

議案第 2号 平成 30年度計算書類及び監査報告について 

議案第 3号 評議員候補者の選任について 

議案第 4号 評議員会の開催について 

◇協議・報告 

① 今後の社協運営について 

令和元年 6月 20日 第 1回評議員会 

◇議案 

議案第 1号 平成 30年度事業実績報告書について 

議案第 2号 平成 30年度計算書類及び監査報告について 

議案第 3号 理事及び監事の任期満了に伴う選任について 

◇その他 

① 今後の社協運営について 

令和元年 6月 20日 第 3回理事会 

◇議案 

議案第 1号 会長・副会長及び常務理事の選任について 

◇その他 

① 今後の社協運営について 

2. 法人運営について 
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令和元年 8月 26日 第 4回理事会 

◇協議・報告 

① 第 1回市社協と土佐市との連絡協議会の協議事項 

② 住民座談会の意見集約等について 

令和元年 10月 23日 第 5回理事会 

◇議案 

議案第 1号 資格取得報奨規程について 

◇協議・報告 

① 令和 2年度当初予算等説明について 

② 24時間テレビ チャリティ福祉車両の寄贈について 

③ 日常生活自立支援事業の預かり物品の保管及び使用に関する取扱要領 

④ 土佐市社協の法人認可(昭和 45年 2月 3日)50周年に向けて 

令和元年 12月 13日 第 6回理事会 

◇協議・報告 

①令和 2年度当初予算等要望に対する市からの回答と今後の対応について 

令和 2年 1月 8日 第 7回理事会 

◇議案 

議案第 1号 会長及び副会長の選任について 

議案第 2号 評議員会の開催について 

◇協議・報告 

① 土居会長及び能勢理事の辞職願について 

② 令和 2年度当初予算等の対応状況について 

令和 2年 1月 23日 第 2回評議員会 

◇議案 

議案第 1号 残余財産の処分について 

◇協議・報告 

① 土佐市社会福祉協議会会長の就任に伴い、理事の定数状況での新会長の就任 

及び副会長等の役員変更について 

② 複合文化施設「つなーで」の現情報提供 
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令和 2年 3月 13日 第 8回理事会 

◇議案 

議案第 1号 令和元年度社会福祉事業収支補正予算(案) 

議案第 2号 令和 2年度事業計画及び社会福祉事業収支予算(案) 

議案第 3号 令和 2年度職員給与表の決定について 

議案第 4号 評議員会の開催について 

◇協議・報告 

① 令和 2年度の社協の職員体制及び事務分担表等について 

令和 2年 3月 25日 第 3回評議員会 

◇議案 

議案第 1号 令和元年度社会福祉事業収支補正予算(案) 

議案第 2号 令和 2年度事業計画及び社会福祉事業収支予算(案) 

議案第 3号 土佐市社会福祉協議会定款及び経理規程改定について 

◇協議・報告 

① 令和 2年度職員給与表の決定について 

② 令和 2年度の社協の職員体制及び事務分担表等について 

 

■ 連絡協議会  

土佐市と社協とでおこなう定例会。議案提出をおこなったほうが議長となり会を開催。 

平成 31 年 7月 11日 第 1回連絡協議会（議長：土佐市社協） 

行政：田中副市長、岡林福祉事務所所長、岡本長寿政策課課長、高松総務課課長、 

   山本防災対策課課長、門田福祉事務所次長(事務局) 

社協：土居会長、池田副会長、小松事務局長(常務理事)、岩井(事務局) 

◇議案 

第 1号議案 平成 30年度収支決算について 

第 2号議案 地域福祉事業への支援について 

第 3号議案 日常生活自立支援事業に対する補填について 

令和 2年 1月 30日 第 2回連絡協議会（議長：土佐市役所） 

行政：田中副市長、岡林福祉事務所所長、岡本長寿政策課課長、門田福祉事務所次長(事務局) 

社協：徳永会長、池田副会長、片山副会長、松崎理事、小松事務局長(常務理事) 

◇議案 

第 1号議案 令和 2年度当初予算及び新規委託事業について 
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■ 社協の財源について  

土佐市社協は、民間組織としての自主性をもつと同時に、広く地域の皆様や社会福祉

関係者に支えられた公共性とが同居した団体です。そのため、土佐市社協の財源は、地

域の皆様からの会費と寄付金、共同募金、市の補助金、委託金などによって運営されて

おります。 

 

◇会費 

会費は、地域福祉事業を推進していくための貴重な財源として、地域福祉係職員の給

与として活用しています。 

平成 31年度会費実績：1,771,450円 

- 自治会：144 件、1,633,450 円  個人・団体：25 件、138,000 円 

 

◇寄付金 

寄付金は、寄付をくださった方の意向によりさまざまな事業に充てさせていただい

ております。特に子ども食堂へは毎年多くの寄付金をいただいております。 

平成 31年度寄付金実績：526,196円 

 - 一般寄附金：242,923円  指定寄付金(子ども食堂 等)：283,273円 

 

◇共同募金 

皆様からご協力をいただいた募金は、全額がいったん高知県共同募金会へ送られ、翌

年度に配分金として土佐市共同募金委員会へ還元されます。その多くが地域の福祉事

業や団体に還元され、その一部は土佐市社協の福祉事業の財源として活用させていた

だいております。 

平成 31年度土佐市社協への配分金：1,769,732円 

 

◇市からの補助金 

土佐市社協が安定した事業を実施していくために行政から運営にかかる費用を補助

していただいております。 

一般運営補助：19,345,000 円 / 管理補助：1,332,000 円 / ふれあいのまちづくり事業：2,000,000円  

  

◇委託費 

福祉行政サービスの委託先として、事業規模に応じた委託を受託しています。 

あったかふれあいセンター事業：16,999,551円(平成 31年度収入額) 

生 活 支 援 体 制 整 備 事 業：03,962,313円(平成 31年度収入額) 

日 常 生 活 自 立 支 援 事 業：01,949,000円(平成 31年度収入額) 
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■ 団体事務  

土佐市社協では、以下の団体の事務を担当しています。 

 

◇土佐市民生委員児童委員協議会 

民生委員・児童委員は、社会奉仕の精神をもって常に住民の立場に立って相談に応

じ、また必要な援助をおこない、福祉の増進に努める者として市内全域で「福祉と共

生のまちづくり」の推進をおこなうサポートをおこないました。 

 

◇土佐市老人クラブ連合会 

健康・友愛・奉仕の三大目標のもとに豊かな生きがいと健康長寿を目指し、各種活動

の推進をおこなうサポートをおこないました。 

 

◇土佐市身体障害者協議会 

身体障害者手帳を所持する当事者団体で、会員相互の親睦と社会参加を促進するこ

とにより、身体障碍者の福祉増進と発展を図る活動のサポートをおこないました。 

 

◇土佐市共同募金委員会 

戦後間もない昭和 22年から市民が主体の民間運動として、誰もが住み慣れた地域で

安心して暮らすことができるように、さまざまな地域福祉の課題解決に取り組む民間

団体を応援する、「じぶんの町を良くするしくみ。」として、取り組みました。 

平成 31年度配分金（平成 30年度実績額に基づく配分金) 

3,889,732円（前年度：3,685,416円、前年度比 204,316円増） 

平成 31年度実績額（令和元年 10月 1日～令和 2年 1月 23日) 

5,442,097円（前年度：5,395,959円、前年度比：46,138円増） 

 

◇日本赤十字社 土佐市地区 

日本赤十字社高知県支部と連携した活動資金・寄付金の募集、義援金・救援金の受付、

災害救護活動の支援や救援物資の保管・管理、土佐市赤十字奉仕団の育成援助など日

本赤十字社の事業の推進をおこなうサポートをおこないました。 

平成 31年度実績額（令和元年 10月 1日～令和 2年 1月 23日) 

2,901,660円（前年度：2,840,068円、前年度比：61,592円増） 

 

◇土佐市赤十字奉仕団 

日本赤十字社の博愛人道の精神に基づき、明るく住みよい社会をきずきあげていく

ためのボランティア活動をおこないました。 
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■ 福祉用具貸出事業  

土佐市社協では、車椅子とチャイルドシートを無料で貸し出すサービスを実施して

います。土佐市在住の方なら、どなたでも借りることができ、原則 2 週間の期間で貸

出をおこなっています。 

車椅子貸出件数：40件   チャイルドシート貸出件数：8件 

 

 

■ 広報活動  

土佐市社協の事業や活動、イベントなどを中心に、市民に広く知ってもらうことを目

的にホームページや Facebookなどを活用しながら実施。他にも、4ヶ月に 1回発行し

ている広報誌「社協だより土佐」は、市内の自治会加入者に市の広報物と一緒に送る

ことで、社協の活動だけでなく地域のイベントや情報を広く発信しています。 

SNS での広報は、“いいね”などで反応を実感することができ、見ている人たちの関

心を知ることもできること、幅広く情報発信ができること、災害時などには緊急連絡

手段としてリアルタイムに情報発信ができることを踏まえ今後も拡充していきたいと

考えています。ただし、投稿する内容には細心の注意を払い失言のないように気をつ

ける必要があると考えています。 

 

社協だより土佐 

第 67号(06月発行)：8,000部 

第 68号(09月発行)：8,000部 

第 69号(12月発行)：8,000部 

第 70号(03月発行)：8,000部 

Facebook投稿数：74件 

ホームページアクセス数(平成 31年 1月～令和元年 12月)：3,566件 
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■ 地区社会福祉協議会  

地区社協は、地域住民に最も身近な社協として地域の方々が「自分の地域は自分たち

で良くしていこう」という気持ちで組織されている任意組織で、土佐市には 8つの地

区社協が活動しています。 

地区社協は、高知県共同募金から土佐市共同募金委員会に配分された助成金の一部

を活用しながら、それぞれの地域に即した運営がされています。 

 

◇地区社協：8つ 

宇佐地区社協 ... 地域団体への助成、環境美化活動、見守り活動 等 

新居地区社協 ... 地域団体への助成、友愛訪問、多世代交流事業 等 

高石地区社協 ... 地域の子育て支援や子供会への助成、多世代交流事業 等 

高岡地区社協 ... 子供会や PTAなどへの助成、独居高齢者への見守り事業 等 

蓮池地区社協 ... 子供会や地域団体などへの助成、友愛訪問、地域パトロール 等 

波介地区社協 ... 子供会などへの助成、見守り活動、多世代交流事業 等 

北原地区社協 ... 地域団体への助成、見守り活動や挨拶運動の実施 等 

戸波地区社協 ... 地域団体への助成、多世代交流事業、見守り活動 等 

 

 

■ 福祉推進校  

土佐市内の小学校・中学校・高等学校の児童・生徒を対象としてボランティア活動や

日常の身近な地域福祉活動を進めるなかで、社会福祉への理解と関心を高め、社会連

帯の心を育むとともに児童・生徒を通じて家庭や地域の福祉の心を深めるような総合

的教育の実施・体験・研究をおこなっています。 

平成 31 年度は継続して 13 校を指定しており、授業づくりや職員の派遣を通して、

学校における福祉教育の相談対応や情報発信をおこなっています。 

福祉推進校へは、助成金の配分をおこなっており、例年であれば代表校に「土佐市社

会福祉大会」で発表をしてもらっていますが、本年度は大会が中止になったため実施

できませんでした 

今後は、より学校との連携や情報交換を密におこない、土佐市の若年層の福祉意識向

上を図っていきたいと考えています。 

3. 地域福祉事業について 
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◇指定校：13校 

小学校：9校 

宇佐小学校、新居小学校、高石小学校、高岡第一小学校、高岡第二小学校、 

蓮池小学校、波介小学校、北原小学校、戸波小学校 

中学校：3校 

土佐南中学校、高岡中学校、戸波中学校 

高等学校：1校 

高岡高校 

 

◇主な活動内容 

挨拶運動、環境美化活動、敬老会への参加、三世代餅つき大会、保育実習、 

障害者理解学習、高齢者施設・障害者施設訪問、地域行事への参加、防災訓練、 

伝統文化の継承、校内ハローワーク、高齢者へのお手紙 等 

 

 

■ 土佐市ボランティア市民活動センター  

ボランティアをしたい方とボランティアを求めている方との橋渡し役として、両者

が良い関係を築けるようにマッチングをおこなうコーディネートや、ボランティアに

関する相談対応、NPOや地域団体・組織の運営や事業のサポートをおこなっています。 

平成 31年度は、登録者数の増加はあまりなかったですが、すでに登録している団体

からイベントでのボランティア募集に関する相談対応をおこないました。 

◇登録者数 

個人登録者数：14人 

団体登録数：5団体(約 90名) 

 

◇土佐市災害ボランティアセンター 

平成 31年度は、設置運営訓練は諸事情により実施できませんでした。 
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■ 子ども食堂の運営及び支援  

子どもが一人ぼっちで食事をしなければならない孤食を防ぎ、様々な人たちの多様

な価値観に触れながら「だんらん」をあじわってもらえる場所を目指して実施してお

ります。 

土佐市の子ども食堂は、子どもの貧困に対する仕掛けとしても実施していますが、地

域の多世代交流拠点としての居場所づくりの側面が強い食堂となっています。 

土佐市では、当法人が運営をおこなっている「ムッくん食堂」の他に 4 つの子ども

食堂が開所しており、土佐市社協は運営の補助や相談対応、広報協力などをおこない、

市内の子ども食堂が連携して協働での運営をおこなっています。 

 

土佐市で現在開設中の子ども食堂 

ムッくん食堂：高岡地区、休日の昼食、月 1回（2017年～） 

まんぷく食堂：戸波地区、休日の昼食、月 1回（2018年～） 

ぬますぎ食堂：高石地区、休日の昼食、四半期に 1回（2018年～） 

うちんくの食堂：高岡地区、平日の朝食、月 1回（2018年～） 

ぱ る こ 蓮 池：蓮池地区、休日の昼食、月 1回（2019年～） 

 

◇ムッくん食堂 

土佐市社協が平成 29 年度より運営している子ども食堂。平成 31 年度は、事務所の

引越しなどもあり、計 8回の開催となりました。 

平均参加者数：57人（子ども：37人 大人：20人） 

 

◇地域福祉活動推進プロジェクト(地域テーマ型募金)への参加 

高知県共同募金会が実施している、地域福祉の推進にかかわる自らの活動テーマを

掲げ、その活動を直接市民に伝え、必要な資金の呼び掛ける事業で、平成 31 年度は、

この事業に子ども食堂 4団体の協働で参加(申請時、ぱるこ蓮池は未開催のため)しま

した。 

募金目標額：300,000円  募金実績額：257,030円  助成決定額：300,000円 

※助成決定額は、実績額をもとに県共募が計算し、加算額が付与された金額。 
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■ 第 27回土佐市民ふれあい運動会 

土佐市に関わりのある全ての人がスポーツを通じて、助け合いの精神を培い、豊かで

明るい生活を送っていくために、親睦と融和を図り、ふれあいを深めることを目的と

しておこなうイベントです。 

開催に向けて、関係機関を巻き込んで実行委員会を開催したり、当日は地域の福祉団

体に出店をしていただいたりと、土佐市内の関係機関との関係構築にも一役を買って

います。 

 

◇参加者数：約 120人 

◇詳細 

開催日時：令和元年 10月 26日(土) 10：00 ～ 14：30 

開催場所：土佐市民体育館 

主 催：土佐市社会福祉協議会 

共 催：土佐市、土佐市教育委員会、土佐市身体障害者協議会、 

土佐市老人クラブ連合会 

後 援：土佐市民生児童委員協議会、土佐市自治会長協議会 

 

 

■ 第 42回土佐市社会福祉大会  

※新型コロナウイルス感染症の影響で開催中止 

※表彰者及び福祉活動発表校については、令和 2年 6月発行の第 71号社協だより土 

 佐に掲載しております。 
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■ 一般相談事業  

土佐市社協では、暮らし・住まい・健康・仕事・家族に関するさまざまな不安や悩み、

問題について、ご本人と一緒に整理し、どのような支援が必要かを一緒に考え、他の

専門機関と連携しながら解決に向けた支援をおこなっています。 

◇相談件数 

日常生活に関する相談：14件 

健 康 に 関 す る 相 談：11件 

家 族 に 関 す る 相 談：11件 

生 計 に 関 す る 相 談：26件 

 

 

■ フードバンク事業  

フードバンクとは、「食料銀行」を意味する社会福祉活動です。まだ食べられるのに、

さまざまな理由で処分されてしまう食品を、食べ物に困っている人や施設に届ける活

動です。土佐市社協では、平成 27年度より本事業を実施しております。 

平成 31年度は、年度末に発生した新型コロナウイルス感染症の影響で急激に需要が

伸び、フードバンク高知と連携をとりながら支援をおこないました。 

◇支 援 件 数：27件 

◇食品寄贈件数：15件 

保存食品、米、インスタント食品、レトルト食品、調味料、ジュース、乾物 等 

◇連 携 団 体：セカンドハーベストジャパン、フードバンク高知 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 各種相談事業について 
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■ ふれあい福祉相談センター  

土佐市社協では、毎週月・水・金曜日の 10：00～15：00の時間で、民生委員・児童

委員や学識経験者を相談員として配置し、日常のさまざまな相談に対応しております。 

また、奇数月の第 3 水曜日に高知弁護士会から派遣された弁護士による無料相談を

おこなっています。 

◇相談種別 

一般相談：36件  電話相談：6件  弁護士相談：16件 

◇相談内容 

くらし・住まい 

生計問題 9 

年金問題 0 

職業・生業問題 1 

住宅問題 12 

家族 

家族問題 5 

結婚問題 0 

離婚問題 2 

健康医療 

健康・衛生問題 0 

医療問題 0 

精神衛生問題 0 

法律 

人権・法律問題 16 

財産問題 2 

事故問題 2 

福祉・教育 

児童福祉・母子保健問題 0 

教育・青少年問題 1 

心身障害児(者)福祉問題 1 

母子・父子福祉問題 0 

老人福祉問題 0 

その他 
苦情問題 1 

その他 6 

合計 58 
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■ あったかふれあいセンター事業（市受託事業） 

この事業は、誰もが年齢や障害の有無なく自由に日中過ごすことができる場を提供

するとともに、福祉サービスが届きにくい方に対して訪問活動や集いの場への送迎、

生活支援などをおこない地域で安心安全に暮らすことができるように支援する事業で、

土佐市社協では平成 27年度から土佐市より受託している。 

あったかふれあいセンター高岡は、拠点事業をはじめ 3 つのサテライトを定期的に

開催しています。また、他の市内あったかふれあいセンター受託事業者とも密な連携

を図ることで、地域に 1人ぼっちをつくらない事業展開をおこなっています。 

◇利用実績 

集いの場への参加者：4,268人 / 年 

送 迎 利 用 者 数：1,623人 / 年 

訪 問 実 施 件 数：0,957件 / 年 

生 活 支 援 件 数：1,711件 / 年 

 

 

■ 生活支援体制整備事業（市受託事業） 

この事業は、地域住民が住み慣れた地域で、自分らしい生活を続けることができるよ

うに、住民同士で支え、助け合いながら暮らすまちづくりを目指す事業で、土佐市社

協では平成 28年から土佐市より受託しています。 

土佐市の生活支援体制整備事業は、宇佐・新居地区、高石・高岡・蓮池地区、波介・

北原・戸波地区の 3 つに区分けをおこない、土佐市社協では、高石・高岡・蓮池地区

を担当、他のエリアやの受託事業者や行政と連携をとりながらおこないました。 

平成 31年度は、地域の情報をマップに落とし込み見える化を図ったり、高岡西山地

域の見守り訪問活動に実施、高石用石地域・蓮池茶木地域・蓮池北田地域・蓮池神子

納地域でのアウトリーチ活動や当事業への協力依頼、地域住民の主体的な活動からの

ほっとステーション活動へのつなぎ、シニアダンスクラブとさしの結成、協議体の運

営などをおこないました。 

◇ 第 2層協議体(高石・高岡・蓮池協議体) 

協議体とは、多様なメンバーが集まり、互いに知恵を出し合い、今ある資源の活用や

支え合い活動の促進を図っていく方法を話し合う場です。 

平成 31 年度は、豪雨(6 月)や新型コロナウイルス感染症の影響(3 月)によって開催

できない月もあったが、計 10回の協議体を開催しました。 

 

5. 受託事業について 
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■ 日常生活自立支援事業（県社協受託事業） 

この事業は、認知症や知的障害、精神障害などにより日常生活に必要なことについ

て、自分ひとりで判断することが難しい方に対して、安心して日常生活が送れるよう

に福祉サービスの利用や金銭管理支援などのお手伝いをおこなう事業で、土佐市社協

では平成 24年度から高知県社協より受託しています。 

◇契約締結者数：25人 

◇平成 31年度相談援助件数 

 認知症 知的障害 精神障害 その他 合計 

問い合わせ件数 10 2 5 6 23 

初回相談件数 12 2 4 3 21 

相談援助件数 810 358 389 47 1,604 

合計 832 362 398 56 1,648 

 

 

■ 生活福祉資金貸付事業（県社協受託事業） 

この事業は、低所得者や高齢者世帯の方に対し、必要な貸付と援助指導をおこなうこ

とで、経済的自立や生活意欲を高め、安定した暮らしを支援する事業で、高知県社協

より受託しています。 

貸付事務と同時に償還事務もおこなっているので、借受人や連帯保証人に対して督

促状や催告状を適宜発送することで、滞納の解消にも努めています。 

◇貸付件数 

緊急福祉資金：27件 

総合福祉資金：02件 

教育福祉資金：02件 

 

◇新型コロナウイルス感染症の影響による特例貸付 

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、休業等による収入の減少などによって生

計維持に影響がでている世帯に対して貸付をおこなう、特例貸付が令和 2 年 3 月 25

日から開始しました。 

貸付件数：3件（令和 2年 5月 1日時点：127件） 








































































